
学部の教養科目

「現代的教育課題対応科目」

「教師教養科目」 「現代的教育課題」（4科目8単位）

「実践力育成科目」（6科目4単位）

科 目 名 目 的

特別支援教育基礎 広く特別支援教育への導入的な理解を図る。

発達障害のある児童生徒理解基礎 発達障害のある児童生徒の現状の理解とその対応策を学ぶ。

外国人児童生徒支援教育科目
愛知県で特に顕著な多文化化する学校現場に対応できる視野，知識と技術を
学ぶ。

危機管理科目
防災・減災教育，個人情報の保護，アレルギーへの対応など学校を取り巻く
安全教育を広く学ぶ。

「実践力育成科目」

科 目 名 目 的

学校サポート活動入門
学生の母校や出身地区の小・中学校で，１週間程度の学校体験を通して，学校現場の様
子の理解を図る。2018年度は，913名が履修した。

学校サポート活動Ⅰ
主に授業の補助，部活動の指導補助，土曜や放課後活動の補助などの活動を通して，子
ども理解を深め，教職等への意欲を高める（13回程度）。2018年度は，955名が履修
した。

学校サポート活動Ⅱ

基本的には「学校サポート活動Ⅰ」の継続として位置付け，３・４年次に実施する。Ⅰ
で得た経験を活かすとともに，主免実習の前後となるため，主免実習につなぐ，あるい
は主免実習を活かして，学校現場での更なる子ども理解を目指す。2019年度は，約
450名が履修予定である。

自然体験活動
NPOや地元企業の協力を得て，学生が子供やその保護者とともに，稲作や環境保全，ビ
オトープに維持管理などの体験を行う（７～９回程度）。2019年度は，約90名が履修
予定である。

多文化体験活動
教員の引率の下アジアを中心とした協定校等へ出掛け，子どもの生活環境や授業の様子，
文化等を体験的に学ぶ（1週間程度）。2019年度は，約190名が履修予定である。

企業体験活動
地元企業の経営者等や社員にインタビューしたり，仕事を体験したりして，経営者の心
掛けていることや子供の保護者としての労働者の実態を体験的に学ぶ。2019年度は，
約190名が履修予定である。

教師教養科目一覧
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特別支援教育
＋

外国人児童生徒
＋

発達障害

学校サポート活動入門

１年 前期

学校サポート活動Ⅰ

主に出身地
の小中学校
で活動

教育施設等で
継続的に

サポート活動

３年４年 前期・後期

学校サポート活動Ⅱ

主免
実習

教育施設等で継続的に
サポート活動

教科指導
＋

教科内容
＋

教職
＋

危機管理

多文化体験活動
企業体験活動
自然体験活動

２年 後期

副免
実習

（3年後期） （４年後期）

１年 後期～
２年前期

２年 後期～
３年後期

学部教師教養科目と教育実習の関係
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【
充
実
の
専
門
科
目
】
教
職
系
・
教
育
支
援
系
キ
ャ
リ
ア
の
基
礎
･基
本
を
往
還
的
学
修
で
構
築
す
る

①
大
学
で
の
課
程
内
共
通
科
目
（
教
職
科
目
・
教
育
支
援
科
目
な
ど
）
／
専
攻
科
目
／
卒
業
研
究

②
学
校
で
の
教
育
実
習
（
主
免
実
習
・
隣
接
校
種
実
習
／
基
礎
免
実
習
・
特
別
支
援
教
育
実
習
／
養
護
実
習
・
副
免
実
習
）

【
特
色
あ
る
共
通
科
目
】
基
礎
教
養
科
目
群
に
加
え
て
、
「
教
師
教
養
科
目
」
を
開
設

①
現
代
的
教
育
課
題
対
応
科
目
（
特
別
支
援
教
育
基
礎
・
発
達
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
理
解
基
礎
・
外
国
人
児
童
生
徒
支
援
教
育
・
危
機
管
理
）

②
実
践
力
育
成
科
目
（
学
校
サ
ポ
ー
ト
活
動
・
多
文
化
体
験
活
動
・
自
然
体
験
活
動
・
企
業
体
験
活
動
）

学
部
と
大
学
院
の
つ
な
が
り

学
部

大
学
院

一
貫
性

系
統
性

修
士
課
程

教
育
支
援
高
度
化
専
攻

専
門
職
学
位
課
程
(
教
職
大
学
院
)

教
育
実
践
高
度
化
専
攻

教
育
支
援
専
門
職
養
成
課
程

教
員
養
成
課
程

高
度
化
推
進

地
域
貢
献
力

育
成

実
践
力
向
上

●
学
校
に
お
け
る
実
習
１
０
単
位
に
加
え
，
他
大
学
か
ら

の
進
学
者
等
の
実
践
力
を
高
め
る
選
択
実
習
の
開
設

【
特
色
あ
る
授
業
科
目
】

・
教
師
力
向
上
基
礎
実
習

●
学
部
教
育
を
踏
ま
え
た
探
究
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る

高
度
専
門
能
力
を
育
て
る
科
目
の
開
設

【
特
色
あ
る
授
業
科
目
】

・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
デ
ザ
イ
ン
と
評
価

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
･ラ
ー
ニ
ン
グ
の
授
業
と
学
習
評
価

●
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た

貢
献
力
を
育
て
る
科
目
の
開
設

【
特
色
あ
る
授
業
科
目
】

・
地
域
教
育
課
題
に
関
す
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

・
次
世
代
の
教
育
課
題
と
地
域
創
生

●
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
実
践
的
な
科
目
の

開
設

【
特
色
あ
る
授
業
科
目
】

・
地
域
協
働
と
学
校
間
連
携

・
多
職
種
連
携
演
習

●
社
会
構
造
の
在
り
方
か
ら
子
ど
も
支
援
高
度
化

に
対
応
し
た
科
目
の
開
設

【
特
色
あ
る
授
業
科
目
】

・
教
育
・
子
ど
も
支
援
高
度
化
の
た
め
の
理
論
と
実
践

●
両
コ
ー
ス
の
専
門
科
目
に
実
践
科
目
を
開
設

【
特
色
あ
る
授
業
科
目
】

・
心
理
実
践
実
習

・
日
本
型
教
育
実
践
研
究
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愛知教育大学

(＊研究(教員)組織) 全 ４学系／21講座・2センター

国立大学法人愛知教育大学 愛知県の学校現場

・役員会
・教育研究評議会
・経営協議会

・教授会

・役員部局長会議

・各種委員会
教務企画
学生支援
入学試験
教員人事
財務
大学改革推進 ほか

･事務局

教務課大学院係 (数学)

学術研究支援課 (庶務)
教育系担当

ほか

(＊教育組織)

＊教育学部
＊特別支援教育特別専攻科

＊大学院教育学研究科 教育支援高度課専攻

＊大学院教育学研究科 教育実践高度化専攻
＜研究科長（学長）＞

〈 理事，幹事 〉 〈 副学長，学系長 〉
・愛知県教育委員会
・愛知県総合教育センター

（派遣統括）

・各教育事務所（５地域）

・名古屋市教育委員会

・県内各市町村教育委員会

・連携協力校

・現場教員学生現任校

・教職大学院運営協議会

・教育実践高度化専攻会議

委員会（カリキュラム・授業運営，
FD，実習，入試・広報）

連携協力校連絡協議会

学長

※ 各講座

運営組織概要
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教職大学院実習期間一覧

現職教員

学部直進者

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

教師力向上実習Ⅰ
【3単位】

２週間＋事前or事後５日間以上

連携協力校
試行的実践と
課題の見いだし

（参観、参加、実践）

教師力向上実習基礎
～選択～【2単位】

　

原則週１日，計10日以上

連携協力校
実習校の実態把握と
課題の見直し

（参観、参加中心）

教師力向上実習Ⅱ
【2単位】

原則週１日，計10日以上

連携協力校
実践的指導力の向上と

課題の深化
（参加・実践中心）

教師力向上実習Ⅲ
【4単位】

４週間＋事前or事後５日間以上

連携協力校
実践的指導力の充実と
課題の実践研究
（実践中心）

内容前期 後期 前期 後期

教職大学院１年目 教職大学院２年目

実習場所

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

課題実践実習C【2単位】

2週間終日

現任校
研究テーマの
試行的実践

課題実践実習【6単位】

1学期間に270時間

現任校
研究テーマの
本格的実践

課題実習Ａ【1単位】
（若手育成）　▼

1学期間に35時間

現任校
若手育成

に関わる実践

課題実習Ｂ【1単位】
（校内研究・研修）　▼

現任校
校内研修・校内研究
に関わる実践

▼：要件に合致する場合、申請

　・審査を経て実習免除あり

教職大学院１年目 教職大学院２年目

実習場所 内容前期 後期 前期 後期
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